
２８年度鳥取市総合防災訓練の状況①（避難所の開設） 28.9.10(土)

10:00発災(震度６強)→防災行政無線による緊急地
震速報→住民避難開始（※訓練の安全管理上、役員等によ
る誘導員等を要所に配置）

避難所(醇風小体育館)に駆けつけた近傍住民により、
「①避難所入口の解放」→事後の作業要領の確認

避難所近傍住民による「①避難所入口の解放」後は
避難状況の確認のために必要な「②受付の設置」を
優先して行う。

「②受付の設置」に引き続き、居住区画と通路の区
分をするための「③レイアウトづくり」を行う。大
勢の避難者が押し寄せる前に区分することが重要！

10:03 10:05

10:06 10:07

醇風小学校
正門付近

醇風小学校
体育館入口

入口付近での
受付設置

レイアウトづ
くりの指示

⑭

地域のリーダー
による全般指示

訓練の安全管理
のための誘導員

地域のリーダー
による作業指示



避難所近傍住民による、養生テープ・カラーコーン
を活用した居住区画表示の作業状況

避難所近傍住民による避難者の人数を把握するため
の簡易受付の状況

避難所近傍住民による「災害時特設公衆電話」によ
る市災害対策本部(危機管理課)への『避難所開設』
通報の状況

簡易受付終了後、要配慮者などを把握するための
「簡易避難者カード(自治会準備のもの)」への記入
の状況

10:09 10:10

10:13 10:14

養生テープを
活用した表示

住民による
避難者受付

簡易避難者
ｶｰﾄﾞの記入

住民による
開設通報

⑮
２８年度鳥取市総合防災訓練の状況①（避難所の開設）

養生テープカラーコーン



避難所近傍住民による避難所のレイアウトづくりが
概成（テープ・コーンによる居住区画表示）

避難所に到着した市職員による避難住民からの引継
を実施（市職員による避難所の現況確認）

「簡易避難者カード」の記入を終え、自治会で示さ
れた各町内ブロック毎の居住区画で待機する避難者

（避難袋、貴重品袋などを携行）

避難所近傍住民の案内により、続々と到着する避難
者は→①簡易受付→②「簡易避難者カード」の記入
を実施

10:15
受入れ体制

の概成
住民から引
継する職員 10:15

続々到着す
る避難住民 10:20

町内ﾌﾞﾛｯｸ毎
待機の住民 10:22

⑯
２８年度鳥取市総合防災訓練の状況①（避難所の開設）

市職員
（ﾋﾞﾌﾞｽ着用）

視察者

避難所近傍住民
（受付担当）

居住区画の
表示テープ地区ﾌﾞﾛｯｸ名

の表示ｺｰﾝ

自主防災会会長
（自治会長）



避難住民からの引継情報に基づき、アマチュア無線
を活用して鳥取市対策本部に「物資の欠乏」を速報
する市職員(情報連絡班)

鳥取ｱﾏﾁｭｱ無線赤十字奉仕団に送信依頼した「災害対
策本部への物資運送要求」の通話内容を確認する市
職員(情報連絡班)

鳥取市災害対策本部から連絡のあった「救援物資運
送」の内容(種類・数量・到着予定時刻・業者名)を
避難所班に伝達する情報連絡班

各避難所や関係部署等からの情報を集約・記録、事
後の対処要領の指示などを一元的に行う「鳥取市災
害対策本部」の状況把握板（危機管理課室）

10:20避難所状況
を無線伝達

送信依頼内
容の確認中 10:25

対策本部で
の状況確認 10:30

避難所班へ
の情報伝達 10:45

⑰
２８年度鳥取市総合防災訓練の状況①（情報収集伝達・物資運送訓練）

アマチュア
無線車



災害時応援協定業者(鳥取県生活協同組合)による調
達生活物資の避難所への直送

運送されてきた物資の種類・量を確認する市職員(避
難所班・情報連絡班)

運送されてきた物資の種類・量・運送業者名などを
アマチュア無線を活用して、災害対策本部に速報(受
領報告)する市職員(情報連絡班)

運送されてきた物資を受領する市職員(避難所班)
→事後、避難者の協力を得て避難所内に搬入・集積
を行う。

11:00協定業者の
物資運送

物資到着状
況の確認 11:05

避難所班物
資受領,搬入 11:10

対策本部へ
の報告 11:15

⑱

アマチュア
無線車

２８年度鳥取市総合防災訓練の状況①（情報収集伝達・物資運送訓練）


